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川島PA
自動車をご利用の場合 
東海北陸自動車道岐阜各務原ICより10分 
（研究棟へは河川環境楽園・西口駐車場が便利です） 
※川島PAより徒歩で来ることができます。 

電車をご利用の場合 
名鉄新名古屋駅または新岐阜駅から笠松駅へ 
笠松駅からタクシーで10分 （笠松駅からの交通はタクシーのみです） 

発行 ： 独立行政法人 土木研究所  自然共生研究センター 
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自然共生研究センターの英訳は、Aqua Restoration 
Research Center 略してARRC。この略称の発音が
期せずして Noah's ark（ノアの方舟）と同じになった。 

交 通 のご案 内  

古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています。 

　自然共生研究センターでは、小中学校の総合学習をはじめ、地域

の活動団体の環境教育、当センターが企画する環境教育プログラ

ムを行なっております。その中では、生息場と魚類の関係を理解す

るための魚類採捕調査、魚を題材にした水質実験、河川改修の

理由を説明する河川模型等、河川環境の理解を深めるためのプロ

グラムの開発を進めております。 

   

水の量がことなる川で、魚を採ってみよう！

実施日： 平成16年8月21日 

参加者： 岐阜県川島町の親子  30名 

内　容： ２本の実験河川を用いて水量の多い川と
少ない川を再現し、水量の違いによって水生
生物の量や種類がどのように変化するかを
体験しました。日頃あまり意識することのない
水の重要性について、親と子で考える時間
を過ごすことができたのではないかと思います。 

水量の多い川で魚をとる様子

フィールド アクア ミュージアム

実施日：平成16年10月29日 

参加者：愛知県甚目寺町立西小学校  １.２年生   106名 

内　容 ： 実験河川では年間を通じて30種の魚類が
確認されています。児童らは魚が生息して
いる河川空間とそこで見られる魚影、さらに
実験河川に設置した水槽の魚を合わせ見る
ことで、生物と生息場の関係を確認しました。 

洪水を体験しよう

実施日 ： 平成16年11月6日 

参加者 ： あいちこどもエコクラブ　40名 

内　容 ： 実験河川の最上流部にある出水ゲートを
操作して、陸域が水域へと遷移する様子を
観察しました。また、平常時と洪水時の水深
や流速、透視度を計測する等、普段ふれる
ことの少ない洪水を体験し、その役割を学び
ました。 

洪水実験を体験する子供たち屋外水族館を設置


